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学費・授業料に関する支援制度のご案内 








本年 5 月 1 日現在の在学生（学部学生、大学院生）の全員に対して、オンライン授業の実施に伴う特別奨学金とし


















従来は前期学費を 4 回に分けて、4～7 月に納入する形でしたが、今年度は新型コロナウイルスの影響を考慮し、
前期学費を 2 回に分けて 6 月末と 7 月末に納入する形へと変更しました。また、受付期間を 5 月 15 日（金）までに延
長いたしました。 
 
４．前期学費等の振込期限の延長（6 月 30 日まで延長） 
2020 年度前期の学費等振込用紙を４月上旬に送付いたしましたが、振込期限を 4 月 30 日（木）から 6 月 30 日
（火）まで延長しました（延滞料不要）。詳細は上記ＱＲコードを読み込み，該当箇所の URL にてご確認ください。 
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ている学生，身体の弱い教員，障がいを持つ教員，高齢の教員の中には，キャンパスに来て対面で授
業に参加することが難しいケースもあります。対面での授業を行いたくてもそれが出来ない教員，参
加したくても大学に来られない学生もいることを想い，寛容に受け止めていただけますとありがたく
存じます。
　後期も遠隔授業は継続してまいります。新型コロナウイルス感染症拡大により，私たちの暮らしや
学校，そして，職場において急速にオンライン化が進んでいます。これまでのような SNSの活用に加え，
職場ではWeb会議が行われており，就職活動も会社説明会やインターンシップはもはや Zoomが主流
です。カウンセリングではオンライン・カウンセリングの利用，医療でもオンライン診療の試みが始まっ
ています。このようにコミュニケーションのスタイルが変化することには長所もありますが，大きな
ストレスも伴います。この激動の時期における心の安寧や健康を考えることは，社会の中で心理学を
どのように活用するかを考える生きた学びでもあります。遠隔授業やオンラインでのコミュニケーショ
ンの中で感じること，再開される対面授業のコミュニケーションの中で感じること，双方の利点と課
題を学生が自ら考え，自分にあった学びのスタイルを見つけていくことは，心理学の理解を深めるチャ
ンスです。この急激な変化の中で，今後ますます心理学的な知見は必要とされるでしょう。
　新型コロナウイルスによって大きく変わりゆく社会に振り回されるのではなく，ポストコロナ社会
を見据え，新しい社会を乗り切る知恵やアイディアを保護者そして学生の皆さまと心理学部教職員で
一緒に考え，ともに乗り切っていく 2020年度後期でありたいと思います。最後になりましたが，心理
学部教員一同，学生の大学での学びにふさわしい教育活動を提供するため，新しい学びのスタイルを
構築すべく，真摯に努めて参ります。保護者の皆様の ご理解とご協力を賜りますよう，謹んでお願い
申し上げます。感染予防に関して気の抜けない状況が続いておりますが，どうかくれぐれもご自愛く
ださい。 
